ろう。 知らなかった からこ そ、 発病して、 にわかに 気 

が 狂う ほど 驚き 逆上した のだろう よ。 どうか、 我々 の 

悲痛な 気持 を 察して、 カン ベンしても らいたい」 

こう 打ちし おれて 詫びられ ると、 咲 子 も 愛情の ない 

良人で はない。 しばし は 返す 言葉 もない。 思わず ホッ 

と 溜息が もれて しまう。 

「癩病って、 顔 も 手足 もくずれ るそう じゃありません 

ゝ I 

力」 

「そんな 話 をして くれるな。 今に 我 身 もそう なる かと 

思えば、 毎日 鏡 を 見る の も 怖し いば かりだよ。 はじめ 

は ォデコ や 眉の あたりが テラ テラ 光って、 コブ のよう 



バ 力の 性根 は 仕方がない。 余計な こと を 言わなければ 

むえき 

よい もの を、 無 役に 人 を 嘆かせる ばかりの もの を」 

「いいえ。 私が それ を 知り ましたの は 主人から では あ 

りません。 一也さん が、 まるで ョソの ゥチの 話の よう 

に 皮肉 タツ プリ 語って おきかせだった のです」 

「フン。 あの 一也が。 そうだつ たか」 

花 田 はフキ ゲン 千万な 面 持だった。 

「あの 小才 子に は 困った もの さ。 同じ 兄弟に も 色々 あ 

る もの だ。 キヨ 口/ \ と 気 を まわして ばかりお る」 

花 田 は 一 也 を 好まぬ らしく、 露骨に 不快 を 隠さな 

かった。 



未亡人 はよ ほど 嬉しい らしく、 その 話になる と 飛び 

立つ ように 浮き浮きした 話しぶ りであった。 

キク子の 婚約 はすぐ 家中に 知れ渡った。 女中まで 一 

様に 嬉しそうな 中に、 一 人 甚だ 不キ ゲンな の は 一 也で 

あった。 花 田が 一也に 対してそう であるよ うに、 一也 

も 花 田に 対して 悪感情 をいだ いている らしい。 彼 は 姉 

を 悪魔に さらわれ、 その ィケ ニェに 供され たように、 

内心、 やみがたい 怒りに もえて いるよう であった。 

それ迄 結婚 を 眼中に しなかった キク子で あるから、 

縁談が きまる と、 いそがしい。 年頃の 娘なら 当然 それ 

を 前提と して 心掛けて いるよう な 嫁入り 仕 S が 殆どで 



らした にして は、 たかが 格闘ぐ らいで、 地震で は ある 

まいし、 石が 同時に 三 ッ四ッ 落ちた というの は 解せな 

いこと である。 ひとつ サグリ を 入れて みょうとい うこ 

とに なった。 

* 

相手が 大家で あるから、 ゥッ カリ 間違える と 取 返し 

がっかない。 著の 方から 結 城 新 十郎に 応援 をた のんだ。 

新 十郎の 一 行 は 崖の 上下 を メンミ ッに 調べた が、 崖の 

石が 四ッ 崩れて 落ちて いる。 その他の 石に は 影響が な 



円、 一万 円 等と 莫大な ものが あつたよ うです。 それ は 

ま ァ 貴金属 類で) J ざ い ます」 

「その ッケに 書いて ある 半分ぐ らいが 万引の 品なん だ 

ね」 

「ハ ？」 

「奥様と キクさん が 万引な さッた 品物の こと さ」 

「ハ ァ。 万引で ございま すか？ あの 大家の 奥様、 お 

嬢 様が 万引な さる 害 は) J ざいません でしよ うが 」 

「ホウ。 東京で は 浅 虫の 奥様、 お 嬢 様の 万引と いえば、 

かなり 知れて いる 事実な の だが」 

「いえ。 そんな こと、 きいた ことがありません。 その 



ん とお 医者の 花 田さん が、 ゆすって いたの は 当然です 

とも。 旦那 様 は 自殺ではありません ね。 誰かが 殺した 

のです」 

「誰が 殺した と 思う ね」 

「それ は 分りません」 

ツネ は 言葉 を 濁して ニヤ ニヤした が、 

「私 は 奥 づきの 女中です から、 存じて いますが、 お 嬢 

さま は ニン シンな さ つ ていたの です。 殆ど 外出 をな さ 

らな いお 嬢 さまが です よ。 家族の ほかに 男気なん てな 

い 害の 奥に ひッ こんでいら ッし やる お 嬢 さまが ネ。 ザ J 

れを 知ってい るの は、 オノ プサンと 私 だけ、 ほかの 女 



ト 見て やろう か、 なんて 大きな こと を 申す ような 奴で 

した」 

「浅 虫 家に いた ころ は チヨ ィ /\ 遊びに 来ました か」 

「めったに 参りませんで したが、 たまに 来る こと は あ 

りました。 浅 虫 家から ヒマ をと つて 後 は、 一度 も 参り 

ません」 

どうしても 知りよう がない。 新 十郎も 処置な しと 諦 

め 顔、 

「もうこれ 以上 は 仕方が ありません。 三人 づれの 旅 は 

今日で 終る ことに 致しましょう」 

虎之介 はダ ラシな く ァクビ をして、 



も、 ひた 隠しに 隠さな くち ゃァ ならね え や。 癩病 狂死 

と いう こと を 余り ハ ッ キリ 使用人 どもに 申しき かせて 

あるの が 手落ち だが、 あの 急場に 処 して は 最上の 分別 

であった ろうさ。 利 巧者の 未亡人の こと だから、 その 

手落ちに は 気がつい ている。 親 殺し を 隠す に 癩病の 手 

を 用いた が、 若干へ タに 用いす ぎた と 悟った から、 次 

に は その 癩病 を 隠す フリ をして みせな くち ゃァ、 親 殺 

しまで バレて しまう。 そこで 用いた のが、 万引の 手 さ _ 

アヤ マチ を アヤ マチに よって 隠す。 犯罪 を 犯罪に よつ 

て 隠す。 人の 自然によ くやる 手 だが、 それ を 逆用して 

いるの さ。 実に 芸の 細かい 人 だよ。 あいにく、 花 田と 
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